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牛の力で島おこし牛の力で島おこし
平成27年度　隠岐の島町成人式
マイナンバー制度が始まります
平成27年度　隠岐の島町成人式
マイナンバー制度が始まります

阿古那姫と小野篁を供養するために始まったと伝えられている、
都万目二十三夜盆踊り。地区内外から大勢の方が参加し、夏を
締めくくる今年最後の盆踊りとなりました。

都万目二十三夜盆踊り　　９月５日（あごなし地蔵尊）
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あ   こ    な  ひめ おののたかむら
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隠
岐
の
島
町
の
畜
産
業
は
、放
牧
を
活

用
し
た
繁
殖
牛
に
よ
る
子
牛
の
生
産
が

中
心
で
、平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
の

飼
養
戸
数
32
戸
、繁
殖
牛
頭
数
４
４
６

頭
と
なって
い
ま
す（
下
記
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

県
全
体
の
頭
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

本
町
で
は
、増
頭
が
図
ら
れ
て
お
り
、島

前
を
含
む
隠
岐
地
域
は
、県
内
の
主
要
な

産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
26
年
度
の
出
荷
額
は
、約

１
億
２
千
万
円
と
１
億
円
を
超
え
て
お

り
、肉
用
牛（
繁
殖
）生
産
は
、本
町
の

農
業
の
基
幹
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、本
町
で
は
、農
林
水
産
業
の
再
生
に
向
け
、離
島
の
特
性
や
豊

か
な
資
源
を
生
か
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、今
回
の
特
集
で
は
、繁
殖
牛
の
生
産
を
中
心
と
し
た
畜

産
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
畜
産
業

　肉用牛を生産する農家
は、子牛を生産する「繁殖農
家」、子牛を育て肉牛として
出荷する「肥育農家」、繁殖・
肥育を一貫して行う農家に
分かれます。
　隠岐の島町の肉用牛生産
は、「繁殖農家」が中心とな
ります。

肉用牛の生産について

牛の力で島おこし牛の力で島おこし牛の力で島おこし
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飼養状況の推移 飼養戸数 頭数

※平成28年は予想値。 家畜飼養状況調査による（各年2月1日現在）

和牛の生産拡大を目指して和牛の生産拡大を目指して

特 集



平成25年度に整備した今津牧野

隠岐の島町公共牧野
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本
町
で
は
、平
成
3 2
年
ま
で
に
、繁

殖
雌
牛
の
頭
数
を
７
０
０
頭
と
す
る
目

標
を
掲
げ
、放
牧
に
よ
る
生
産
の
低
コ

ス
ト
化
、新
規
就
農
者
や
建
設
業
界
の

畜
産
業
部
門
へ
の
参
入
に
よ
る
繁
殖
雌
牛

の
増
頭
な
ど
、産
地
拡
大
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

　

隠
岐
地
域
の
畜
産
経
営
は
、公
共
牧
野

を
活
用
し
た
放
牧
に
よ
る
低
コ
ス
ト
な

繁
殖
経
営
が
特
徴
で
す
。

　

放
牧
は
、飼
料
の
給
与
や
排
泄
物
の
処

理
な
ど
、省
力
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、担
い
手
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
と
し
て
有
効
で
あ
る
ほ
か
、飼
料

費
の
低
減
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
が
図

ら
れ
ま
す
。

●
公
共
牧
野
の
整
備

　

能
力
の
高
い
繁
殖
雌
牛
の
確
保
と
増

頭
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、畜
産
農

家
が
繁
殖
雌
牛
を
購
入
す
る
場
合
、購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業

　

若
手
生
産
者
へ
の
支
援
と
新
た
な
担

い
手
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、本
年
度
よ
り
、繁
殖
雌
牛
の
貸
付

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。町
が
購
入

し
た
繁
殖
雌
牛
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、初
期
投
資
の
負
担
を
軽
減
し
、

和
牛
繁
殖
経
営
へ
の
新
規
参
入
や
規
模

拡
大
を
促
進
し
ま
す
。

●
繁
殖
雌
牛
貸
付
事
業

　

畜
産
農
家
が
肥
育
牛
を
購
入
す
る
場

合
、購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。　

●
肉
用
牛
等
肥
育
促
進
事
業

　

こ
の
た
め
、本
町
で
は
、豊
か
な
自
然
環

境
や
森
林
環
境
を
活
用
し
た
牧
野
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、繁
殖
牛
の
さ
ら

な
る
増
頭
は
も
と
よ
り
、放
牧
に
よ
る
足

腰
の
強
い
子
牛
の
育
成
や
畜
産
経
営
の

低
コ
ス
ト
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、隠
岐
の
島
町
に
は
、公
共
牧
野

18
牧
野
（
約
２
1
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と

旧
空
港
牧
野
な
ど
の
県
有
地
借
入
牧
野

３
牧
野(

約
58
ヘ
ク
タ
ー
ル)

が
あ
り
ま

す（
左
図
参
照
）。牧
野
の
面
積
は
、牛
１

頭
あ
た
り
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
基
準
と
な
っ

て
お
り
、増
頭
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

新
た
な
公
共
牧
野
整
備
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、箕
浦
牧
野
の
整
備

を
進
め
て
お
り
今
後
も
、新
た
な
公
共
牧

野
の
整
備
と
既
存
牧
野
の
再
整
備
を
、計

画
的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

西郷家畜市場の様子（有木地内）
出荷頭数の急増により、施設の改修が課題となっています。



コントラクター組織による飼料用稲の刈取りの様子
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耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
と
の
協
力
に

よ
り
、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織（
飼
料
生

産
組
織
）を
設
立
し
、「
稲
発
酵
粗
飼
料

（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）」を
中
心
と
し
た
自
給
飼
料

の
安
定
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
自
給
飼
料
の
確
保
の
た
め
の
飼
料
用

稲
の
栽
培

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、畜
産
農
家

を
は
じ
め
、地
域
の
関
係
事
業
者
、行
政

機
関
が
連
携
・
結
集
し
、地
域
ぐ
る
み
で

畜
産
競
争
力
の
強
化
と
収
益
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
体
制
の
こ
と
で
す
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を
策
定
し
、協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、地
域
一
体

と
な
っ
た
畜
産
振
興
の
推
進
が
可
能
と

な
り
、国
の
関
連
す
る
支
援
事
業（
機
械

リ
ー
ス
、施
設
整
備
の
補
助
な
ど
）を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、本
年
度
中
に
計
画
を
策
定

し
協
議
会
を
設
立
し
、生
産
者
、関
係
機

関
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、地
域
の
和

牛
繁
殖
経
営
の
収
益
力
向
上
を
図
り
、

産
地
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（※

ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、房
、群
れ
、集

団
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。）

●
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の
設
立

　稲発酵粗飼料（ホールク
ロップサイレージ、以下ＷＣ
Ｓ）とは、稲の実と茎葉を同
時に収穫し発酵させた牛の
飼料です。
　WCSの利用は、水田の有
効活用や畜産飼料自給率の
向上に貢献するものと、関心
を集めています。

稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）とは

生産者 ど
を
意
味
し
ま
す
。）

産者

ＪＡ

生産産

ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ組織ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ組織

関係機関

ＪＡ

行政機関

コスト削減
高付加価値化
新規需要の創出

　

平
成
27
年
度
隠
岐
の
島
町
畜
産
共

進
会
が
、
11
月
29
日（
日
）に
、隠
岐

島
文
化
会
館（
隠
岐
の
島
町
い
き
い
き

祭
の
特
設
会
場
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

畜
産
共
進
会
は
、質
の
良
い
肉
用
牛

を
生
産
す
る
た
め
、改
良
の
成
果
を
比

較
検
証
し
、畜
産
経
営
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

お
り
、一
言
で
い
う
と「
牛
の
品
評
会
」

と
言
え
ま
す
。

　

今
年
の
６
月
に
、知
夫
村
で
開
催
さ

れ
た
隠
岐
郡
畜
産
共
進
会
で
は
、だ
ん

だ
ん
牧
場
の
子
牛
が
特
選
の
首
席
、藤

田
武
信
さ
ん（
皆
市
）の
子
牛
が
特
選
の

３
席
を
受
賞
し
て
お
り
、高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　

畜
産
共
進
会
は
、生
産
者
の
皆
さ
ん

の
日
頃
の
取
り
組
み
の
成
果
を
ご
覧
い

た
だ
く
良
い
機
会
で
す
。ま
た
、今
年

は
、恒
例
の「
子
牛
の
体
重
当
て
コ
ン
テ

ス
ト
」の
ほ
か
、隠
岐
の
島
町
産
の
牛
肉

を
使
用
し
た
料
理
の
販
売
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
、ご
来
場
く
だ
さ

い
。

隠
岐
の
島
町
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

隠
岐
の
島
町
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

果
を
比

に
寄
与

さ
れ
て

品
評
会
」

開
催
さ

は
、だ
ん

首
席
、藤

特
選
の

評
価
を

評
価
を

を
使
用

た
料
理
の
販
売
も
予
定

て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
、ご
来
場
く
だ
さ

い
。

隠岐郡畜産共進会の様子

平成26年度隠岐の島町畜産共進会の様子

品評会

子牛の体重当てコンテスト

地域ぐるみで畜産競争力の強化と
収益性の向上を図る畜産体制を構築
地域ぐるみで畜産競争力の強化と
収益性の向上を図る畜産体制を構築

畜産クラスターのイメージ図
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畜産女性農業者の活躍が
　　　　　注目されています　
畜産女性農業者の活躍が
　　　　　注目されています　

若い力で畜産振興を！

　

隠
岐
の
島
町
の
畜
産
農
家
は
、若
手
の

女
性
の
担
い
手
が
活
躍
し
て
お
り
、島
内

外
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
２
日（
水
）に
は
、農
林
水
産
省

中
国
四
国
農
政
局
と
、町
内
の
畜
産
女
性

農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
の
紹
介
の
ほ
か
、中
国
四
国
農
政
局
か

ら
は
、農
林
水
産
省
が
取
り
組
む「
農
業

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
の
情
報

提
供
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、隠
岐
島
後
認
定
和

牛
改
良
組
合
女
性
部
長
の
高
橋
フ
サ
子

さ
ん（
山
田
）を
は
じ
め
、若
手
の
女
性

担
い
手
と
し
て
、遠
藤
理
佳
さ
ん（
北

方
）、村
上
明
子
さ
ん（
郡
）、佐
藤
和
世

さ
ん（
中
村
）に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
畜
産
業
、農
業
に
対
す
る
思

い
は
強
く
、隠
岐
の
島
町
の
畜
産
業
が
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
お
り
、今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、隠
岐
の
島
町
の
畜
産
業
を
振
興

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、20
年
、30
年
後

の
次
の
世
代
の
担
い
手
の
こ
と
を
考
え
、

牧
野
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
を
は
じ

め
と
す
る
振
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、緊
急
の
課
題
と
し
て
は
、老
朽

化
し
、手
狭
と
な
っ
て
い
る
島
後
畜
産
セ

ン
タ
ー
の
改
修（
ま
た
は
建
設
）に
つ
い

て
、組
合
と
し
て
も
積
極
的
に
検
討
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
生
産
者
も
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
、隠
岐
の
島
町
の
産
業
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

畜
産
女
性
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

町
の
畜
産
業
の
発
展
の
た
め
に

意見交換会の様子

▲高橋フサ子さん（写真右）と
　遠藤理佳さん
◀村上明子さん（写真右）と
　佐藤和世さん

隠岐島後認定和牛改良組合
隠岐の島町牧野管理組合

〜
生
産
者
と
関
係
機
関
が

        

一
体
と
な
っ
た
取
組
を
〜組合長 藤野 基彦 さん



Okinoshima 6

の

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

身
近
な
文
化
財
に
親
し
む

「
隠
岐
の
文
化
財
」誌
で
隠
岐
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ご
家
庭
に
眠
る
古
文
書
や
民
具

　
　

捨
て
る
前
に
ご
連
絡
を
！

〜
貴
重
な
史
料
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
26

年
度
か
ら
古
文
書
整
理
保
存
事
業
と
し
て
、

町
内
に
残
る
古
文
書
の
調
査
と
防
虫
処
理
、

目
録
の
作
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

本
町
に
は
約
５
千
点
も
の
古
文
書
が
あ

り
、調
査
、保
存
処
理
の
終
わ
っ
た
も
の

か
ら
、順
次
、隠
岐
の
島
町
図
書
館
の
収

蔵
庫
に
保
管
を
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
調
査
な
ど
で
把

握
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
も
、表
に
出

て
い
な
い
貴
重
な
史
料
が
数
多
く
あ
る
と

考
え
ら
れ
、日
々
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に

眠
る
古
文
書
や
古
い
資
料
な
ど
、廃
棄
す
る

前
に
、教
育
委
員
会
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
場
合
で
も
結
構
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
が
、文
化
財

保
護
への
一
番
の
近
道
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

２
１
２
６

　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、隠

岐
に
関
す
る
文
化
財
の
調
査
結
果
や
研

究
の
論
文
な
ど
を
ま
と
め
た「
隠
岐
の

文
化
財
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
の
歴
史
や
民
俗
、自
然
な
ど
、

様
々
な
分
野
に
つ
い
て
紹
介
す
る
文
化

財
専
門
誌
で
す
。隠
岐
を
学
ぶ
際
の
参

考
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
隠
岐
の
文
化
財
」

　
（
隠
岐
の
文
化
財
編
集
委
員
会
編
）

　

第
23
号
ま
で　

     　
千
円

　

第
24
号
〜
第
32
号　

千
二
百
円

■
販
売
場
所

　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
、隠
岐
郷

土
館
、カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
っ
と

り
、隠
岐
堂
書
店　

 

他

　今年４月から、月に一度、隠岐島文化会館で
古文書講座を開講しています。講座では、『増補
隠州記(ぞうほいんしゅうき)』という江戸時代
の隠岐の村々の様子について記された古文書を
読んでいます。江戸時代の隠岐の島町を知りた
い、歴史に興味があるという方は、どうぞお気
軽にご参加ください。

■講師：松本美和子氏
　　　（山陰中央新報文化センター他の古文
　　　　書講座を担当）
■開催日：毎月第２木曜日
■会場：隠岐島文化会館　集会室
■主催：隠岐の島町古文書研究会
■お申し込み先：生涯学習課　電話 ２－２１２６

江戸時代の隠岐の様子を読む
初心者向け古文書講座開催中

隠岐の文化財（第32号）
・発行日：平成27年3月31日
・規　格：B5版、90頁、全頁カラー
・価　格：1,200円（税込）
内容：「隠岐に火山がある不思議」、「古代隠岐の海獣猟」、「隠岐の墓上施
設―スヤをめぐって」、「島後の荒神信仰について」、「続・隠岐島前のニホ
ンミツバチ」、「本当だった隠岐のヒオウギアヤメ」、「隠岐諸島新産の植
物」、「島根県隠岐の島町久見高丸遺跡の発掘調査」、「隠岐国巡回講座
～知られざる知夫の歴史を知る、探る～について」、「於惣社郡中祈祷記
録」、「隠岐関連書籍新刊案内」

最新刊
発売中
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大
満
寺
山
教
育
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
！

　10月17日（土）は、図書館を午後９時まで開館し
「よるとしょ」を開催します。
　・講座「みんなで学ぼう身近な法律問題」
　　　（法テラス西郷法律事務所協力）
　・としょカフェ
　 などを企画しています。
　 秋の夜長を図書館でゆっくりお過ごしください。

日時：10月25日（日）
　　午後1時30分～3時30分
場所：隠岐の島町図書館　研修室

「よるとしょ」開催！「よるとしょ」開催！ 　隠岐の島町図書館では、隠岐に関係する資料を
郷土資料として収集しています。
　引越しや片付けのときに出てきた古い資料がありまし
たら、処分する前に一度図書館にご相談ください。
　また、ご存じの情報などありましたら、図書館までお知
らせください。
　【郷土資料とは】
　・郷土について書かれたもの
　・郷土出身者あるいは郷土にゆかりのある方が書
　 いたもの
　・そのほか郷土で発行されたもの
　【現在特に探している郷土資料】
　 隠岐航路史、隠岐公論、古地図など

郷土資料の収集にご協力ください郷土資料の収集にご協力ください

　10月の休館日は、5日（月）、13日（火）、18日（日）、19日
（月）、26日（月）です。
　ご利用の際は、お気をつけください。

休館日のお知らせ休館日のお知らせ

　隠岐に関する講座、10月のテーマは「天皇が食した
隠岐のアワビ」です。
　平安時代には、天皇の即位式で隠岐のアワビが供え
られることとなっており、現在の大臣クラスのボーナスは、
隠岐のアワビでした。なぜ隠岐のアワビが貴重なものと
して取り扱われていたのか？などについて解説します。
　これまで受講されていなくても、お聞きいただける
内容です。

第４回 隠岐のふしぎ発見講座第４回 隠岐のふしぎ発見講座

　

大
満
寺
山
の
自
然
を
生
か
し
た
教
育
キ
ャ

ン
プ
村
を
、7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に

か
け
て
開
設
し
、小
学
校
二
校
、中
学
校
一

校
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。教
育
委
員

会
、公
民
館
、隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
、隠
岐
自
然
保
護
官
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
い
っ
た
、様
々
な
人
に
支
え
ら

れ
た
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。

　

教
育
キ
ャ
ン
プ
村
に
は
、電
気
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
な
く
、不
便
な
生
活
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
中
で
、キ
ャ
ン

パ
ー
が
知
恵
を
出
し
、互
い
に
支
え
合
い
、

協
力
し
合
う
こ
と
で
、普
段
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
一
体
感
を
感
じ
、豊
か
な
人
間
関

係
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
す
。

内
容
は
、次
の
通
り
で
す
。

　

○
テ
ン
ト
設
営

　

○
沢
登
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

　

○
山
頂
登
山
コ
ー
ス

　

○
鷲
ヶ
峰
・
屏
風
岩
展
望
コ
ー
ス

　

○
ト
カ
ゲ
岩
頂
上
コ
ー
ス

　

○
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー

　

○
天
体
観
測

　

○
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　

○
肝
試
し　

な
ど

　

今
回
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
調
査
し

た
と
こ
ろ
、子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」

を
育
成
で
き
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。今

後
も
、大
満
寺
山
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
の

キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
体
験
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

沢登りチャレンジコースの様子

大満寺山頂登山の様子
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まちのできごと

8/8
8/8

地
域
と
納
涼
盆
踊
り

　

                         　
　

 

仁
万
の
里
盆
踊
り

8/1

熱
気
全
開
、夏
の
夜

　

                         　

  

夏
ま
つ
り

8/2

紺
碧
の
海
を
満
喫

　

                        　

 

海
幸
ま
つ
り

盆踊りを楽しむ参加者の皆さん

参加者全員による演武「練功十八法前段」

第１回夏の花火祭り
色とりどりの花火に魅了

　

町
内
の
若
者
グ
ル
ー
プ「
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　

Ｕ
Ｐ　

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
Ｎ　

ｆｒｏｍ　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
」が
主
催
す
る
、「
第
１
回
夏
の

花
火
祭
り
〜
今
年
は
武
良
で
ド
ン
パ
チ
〜
」が
、中
村
海
水
浴

場
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
海
遊
び
体
験
、舞
台
イ
ベ
ン
ト
の
あ

と
、午
後
８
時
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。約
３
０

０
発
の
花
火
は
、中
村
の
夜
空
を
彩
り
、来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、

夜
空
に
咲
き
乱
れ
る
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。　

写真右：ワークショップでヒノキの球づくりなどを楽しむ様子
写真左：湾内で、ジェットスキー体験をする子どもたちの様子

　

仁
万
の
里
盆
踊
り
が
、地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
や
盆
口
説
き
が
流
れ
る
と
、初

め
は
、小
さ
か
っ
た

踊
り
の
輪
が
、地

域
の
皆
さ
ん
や
利

用
者
の
方
々
も

徐
々
に
参
加
さ

れ
、次
第
に
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、た
こ
焼

き
や
、焼
き
鳥
な

ど
も
楽
し
く
食
べ

ま
し
た
。

行列ができ、にぎわいを見せる屋台シーカヤックレースに参加する親子連れ

　

毎
年
恒
例
の
夏
ま
つ
り
が
、隠
岐
汽

船
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
屋
前
や
駐
車
場
に
は
、た
く
さ
ん

の
屋
台
が
並
び
、

特
設
舞
台
で
の

イ
ベ
ン
ト
、
お

化
け
屋
敷
な
ど

の
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

盛
夏
の
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

祭
り
は
、た
く

さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

海
幸
ま
つ
り
が
、奥
津
戸
海
幸
の
浜

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、水
中
宝
探
し

や
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど
、海
辺

で
の
イ
ベン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

8/2

武
道
で
つ
な
が
る
人
の
輪

　
　
　
　

気
功
・
太
極
拳
表
演
交
流
大
会

　

山
陰
地
方
の
気
功
・
太
極
拳
団
体

が
集
う「
気
功
・
太
極
拳
表
演
交
流

大
会
」が
、隠
岐
の
島
町
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
に
よ
る
表
演
の
ほ
か
、本

場
中
国
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
、

日
本
で
、太
極
拳
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
た
、趙
霞
老
師
に
よ
る
特
別
表

演
や
、居
合
や
沖
縄
棒
術
な
ど
の
古

武
術
の
友
好
演
武
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、い
き
い
き
と

演
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う   

か
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花束と記念品を受け取った藤井君とコーチの藤吉高広さん

五箇ミラクルズと上野少年野球団（豊中市）による決勝戦の様子
（隠岐の島町総合運動公園）

8/14

夏
の
夜
に
響
く
神
楽
囃
子

　
                        　

 　
　
　
　

西
村
神
楽

8/29

大
漁
と
安
全
を
祈
願

　
　
　
　
　
　
　
　
隠
岐
の
島
町
漁
業
集
落
ま
つ
り

8/15

夏
場
所
大
会

9/1
八
朔
牛
突
き
大
会

演目「鹿島」の様子

本マグロの解体・販売の様子

　

西
村
神
社
の
神
楽
殿
で
、町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
西
村
神

楽
が
、奉
納
さ
れ
ま
し
た
。訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、伝
統
的
な
舞
と
笛
や
太
鼓
の
音
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　
「
第
13
回
学
童
交
流
軟
式
野

球
大
会
ご
ざ
ん
せ
カ
ッ
プ
」が
、隠

岐
の
島
町
総
合
運
動
公
園
な
ど
、

町
内
４
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、野
球
を
通
し

て
、参
加
者
同
士
の
交
流
と
見
聞

（
体
験
）を
最
大
の
目
的
と
し
て

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

初
日
は
、海
水
浴
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
よ
る
交
流
会
、２
日
目
か

ら
は
試
合
が
行
わ
れ
、隠
岐
の
島

町
を
は
じ
め
、大
阪
府
豊
中
市
、

松
江
市
な
ど
、島
内
外
か
ら
16

チ
ー
ム
が
集
ま
り
、熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、五
箇
ミ
ラ
ク
ル
ズ

（
隠
岐
の
島
町
）が
優
勝
し
、大

会
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

水
産
業
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
、第

５
回
隠
岐
の
島
町
漁
業
集
落
ま
つ
り
が
、西
郷

港
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
鮮
な
海
産
物
の
販
売
、真
鯛
の
放
流
や
綱

引
き
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

8/23

搭
乗
者
10
万
人
を
突
破

　
　
　
　
　
　
ジ
ェ
ッ
ト
便
就
航
10
年
目

　

平
成
18
年
よ
り
就
航
し
て
い
る

隠
岐‐

大
阪
ジ
ェッ
ト
便
の
搭
乗
者

数
が
、８
月
23
日
の
隠
岐
発
大
阪
行

の
便
で
10
万
人
を
達
成
し
、隠
岐
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
万
人
目
の
搭
乗
者
と
な
っ
た

の
は
、大
阪
府
豊
中
市
在
住
の
藤
井

唯
斗
君
で
、所
属
す
る
学
童
野
球

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
と
も
に
、花
束
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

流
刑
に
な
ら
れ
た
後
鳥
羽

上
皇
を
慰
め
る
た
め
に
始
め
た

の
が
起
源
と
さ
れ
る
隠
岐
の
牛

突
き
で
す
が
、「
夏
場
所
大
会
」

が
隠
岐
モ
ー
モ
ー
ド
ー
ム
で
、島

根
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の「
八
朔
牛
突
き
大
会
」が

佐
山
闘
牛
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

突
き
牛
の
激
し
く
角
を
ぶ
つ

け
合
う
様
子
に
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

い
っ   

と

ござんせカップ
白球に込めた友情、海を超えて8/21～23

迫
力
あ
る
勝
負
に
大
歓
声　
〜
牛
突
き
本
場
所
大
会
〜　
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８
月
15
日（
土
）、平
成
27
年
度
隠
岐
の
島

町
成
人
式
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
は
、１
１
６
人
の
新
成
人（
対

象
者
１
５
６
人
）が
参
加
し
、輝
か
し
い
未
来

に
向
け
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、松
田
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、

来
賓
の
村
上
浩
一
先
生（
元
都
万
中
学
校
３
年

生
担
任
）か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、思
い
通

り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ピ
ン
チ
は
、チ
ャ
ン
ス
と
物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
、何
で
も『
お
も
さ
も
』取
り
組
ん
で
、自
分

の
未
来
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
。」

と
温
か
い
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
、木
佐
広
正
さ
ん

が
、「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、責
任
あ
る
社

会
人
と
し
て
、社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、一
日
一

日
を
大
切
に
し
、様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
に
自
信
を
持
っ

て
、生
き
生
き
と
し
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ

か
ら
の
人
生
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
決

意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、仲
間
と
の
久
々

の
再
開
に
話
が
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

①

②

⑤

④ ③

⑦ ⑥

成人式に出席した116人の新成人の皆さん

平成27年度

隠岐の島町成人式
平成27年年度

決意と感謝を胸に込めてまちのできごと番外編
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個人番号カードとは
・プラスチック製で、氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー
　の他、顔写真が貼付されます。
・顔写真付きの身分証明書として使用できます。
・ICチップ付きで、電子証明書を利用した国税電子申告など
　各種サービスに利用できる予定です。

個人番号カードの申請は任意ですが、
今後、様々な場面での活用が検討され
ていますので、個人番号カードの申請
をお勧めします。

　１０月から、町民の皆さん一人ひとりにマイナンバー（個人番号）を
お知らせする「通知カード」が送付されます。 

　紙製のカードで、氏名、住所、生年月日、性別の基本４情報とマイナンバーが記載されています。通知カー
ドは、平成２８年１月以降に、個人番号カードを取得する際に必要となるだけでなく、他の身分証明と併せて
個人番号確認に使用するものです。紛失しないよう大切に保管してください。

通知カードとは

　通知カードと一緒に送付される交付申請書に必要事項を記載し、申請することにより、平成２８年１月以
降、無料で取得できます。

個人番号カードの交付申請受付が始まります

個人番号カードの受け取りの流れ

平成27年10月以降
「通知カード」が届きます

地方公共団体システム機構から、「通知カード」が簡易書留で、世帯主に郵送されます。
※通知カードが届いたら、次の3点が入っているか確認をしましょう。
　（①通知カード・個人番号カード交付申請書、②返信用封筒、③マイナンバーの説明書）
※12月中旬までに通知カードが届かない場合は、町民課戸籍住民係にお問い合わせください。

個人番号カードを希望する方
　上記①のうち、「通知カード」を切り離して保管し、「個人番
号カード交付申請書」に必要事項を記入し、写真を貼って、
同封の返信用封筒で返送してください。
　住所や氏名に変更がある方は、申請書の再発行が必要
になりますので、役場町民課の窓口にお越しください。

個人番号カードを希望しない方
　「通知カード」等を保管してください。
（紛失などにより再交付する場合は、手
数料５００円が必要となります。）

平成28年１月以降
町から、申請者に通知しますので、通知書、通知カード、本人確認書類、住民基本台帳カード（お持ちの方
のみ）をそろえて、役場町民課にお越しください。窓口で、暗証番号を設定していただき、個人番号カードが
交付されます。

今後も、マイナンバー制度について、広報やお知らせ便などで皆さまにお知らせします。

お問い合わせ先
●マイナンバーコールセンター（全国共通ナビダイヤル）　電話0570-20-0178
●（マイナンバー制度について）役場総務課広報広聴係　電話2-8572
●（通知カード・個人番号カードについて）役場町民課戸籍住民係　電話2-8560

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）

　１０月から、町民の皆さん一人ひとりにマイナ

が始まります。
マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）
が始まります。
マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）
が始まります。
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町
で
は
、隠
岐
ら
し
い
新
た
な
産
業
の

育
成
と
雇
用
の
創
出
を
目
的
に
、全
国（
島

内
外
）の
若
者
や
企
業
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
、大
学
生
な
ど
か
ら
、隠
岐
の
島
も
の

づ
く
り
学
校
で
起
業
す
る
こ
と
を
条
件

に
、島
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

　

隠
岐
の
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
々
か
ら
の
積
極
的

な
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
募
集
締
切
：
10
月
25
日（
日
）必
着

●
一
次
選
考
：
10
月
26
日（
月
）

●
二
次
選
考
：
11
月
７
日（
土
）午
後

　

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●
表
彰
：
優
秀
賞（
２
名
）各
30
万
円

●
創
業
支
援
金

　

優
秀
賞
受
賞
者
に
は
、隠
岐
の
島
も
の

づ
く
り
学
校
で
創
業
す
る
こ
と
を
条
件

に
、町
よ
り
、創
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し

支
援
金
を
２
年
間
支
給
し
ま
す
。（
上
限
年

間
１
２
０
万
円
）

●
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
定
住
対
策
課
商
工
労
働
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
７
０

平
成
27
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
つ
い
て
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子
ど
も
の

生
活
習
慣
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

町
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
生
活
実
態
の

把
握
、食
育
の
推
進
、小
児
期
か
ら
の
生

活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
、保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
年
中

児
、小
学
５
年
生
、中
学
２
年
生
、高
校

２
年
生
を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
2 7
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
、次

の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

■
朝
食
の
欠
食
は
減
っ
て
い
ま
す

　

小
・
中
・
高
校
生
で
は
、朝
食
を「
食

べ
な
い
と
き
が
あ
る
」ま
た
は「
食
べ
な

い
」人
が
、約
１
割
で
し
た
。欠
食
の
理

由
は
、「
時
間
が
な
い
」が
多
く
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

欠
食
は
、減
っ
て
い
ま
す
が
、「
毎
日
野

菜
の
お
か
ず
を
食
べ
る
」人
は
、約
３
割

で
し
た
。食
事
内
容
の
改
善
が
必
要
で

す
。

■
就
寝
時
間
が
遅
く
な
っ
て
い
ま
す

　

年
中
児
で
は
、午
後
10
時
以
降
に
寝

る
子
ど
も
が
約
３
割
い
ま
し
た
。

■
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ぶ
時
間

が
小
学
生
で
減
少

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ぶ
時
間

は
、１
日
あ
た
り
１
時
間
ま
で
と
い
う

人
が
、昨
年
に
比
べ
増
え
ま
し
た
。時

間
を
決
め
る
な
ど
、ル
ー
ル
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
家
庭
も
あ
る
よ
う
で
す
。

■
ジ
ュ
ー
ス
の
量
や
摂
取
頻
度
が
増
え

て
い
ま
す

　

中
学
生
で
毎
日
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
人

が
、５
割
を
超
え
て
い
ま
し
た
。他
の
学

年
も
４
割
弱
い
ま
し
た（
グ
ラ
フ
１
参

照
）。１
日
に
飲
む
量
も
、学
年
が
上
が

る
と
増
え
、高
校
生
で
は
、１
日
３
５
０

ml
以
上
飲
む
人
が
約
３
割
い
ま
し
た
。

　

清
涼
飲
料
水
に
は
、糖
分
が
多
く
含
ま

れ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。家
で
は
、

常
備
し
な
い
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
夕
食
後
に
飲
食
の
習
慣
が
あ
る
人
が

多
い
で
す

　
「
夕
食
後
寝
る
ま
で
の
間
に
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
習
慣
が
あ
る
か
」と

の
問
い
に
、「
毎
日
食
べ
る
」、「
時
々
食
べ

る
」と
い
う
人
が
、約
８
割
と
高
い
割
合
で

し
た
。特
に
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、ジ
ュ
ー
ス

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
食
後
の
飲
食
は
、む
し
歯
や
生
活
習

慣
病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

■
喫
煙
・
飲
酒
の
経
験
率
は
減
少
傾
向

　
「
タ
バ
コ
を
一
口
で
も
吸
っ
た
こ
と

が
あ
る
」、「
お
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
が

あ
る
」と
答
え
た
子
ど
も
の
割
合
は
、

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
の
前

で
も
タ
バ
コ
を
吸
う
大
人
が
多
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、両
親
が
お
酒
を

す
す
め
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、基
本
的
な
生
活
習
慣

が
形
成
さ
れ
て
い
く
大
切
な
時
期
で
す
。

生
涯
を
通
じ
て
、健
康
的
な
生
活
を
送
る

基
礎
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
の
健
康
と
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
健
康
を
守
る
た
め
、も
う
一

度
、今
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
２

12

【グラフ1：ジュースの摂取頻度】

毎日 時々 飲まない

幼児

小5

中2

高2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ジュースを飲みますか？

31.4% 64.7% 3.9%

38.0% 58.3% 3.7%

51.3% 40.7% 8.0%

36.2% 60.3% 3.5%
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五
箇
診
療
所
医
師
と
し
て
、長
年
、町
民

の
健
康
増
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

績
を
称
え
、川
﨑
利
博
先
生
に
松
田
町
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
﨑
先
生
は
、平
成
21
年
４
月
か
ら
国

民
健
康
保
険
五
箇
診
療
所
に
勤
務
さ
れ
、６

年
半
に
わ
た
り
、隠
岐
の
医
療
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
９
日（
日
）、ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ト

シ
ン
市
で
、第
11
回
ポ
ー
ラ
ン
ド
相
撲
選
手

権
大
会（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。７
カ
国
か
ら
男
女
約
１
５
０

名
の
参
加
者
が
あ
り
、同
市
と
相
撲
を
通
じ

て
交
流
し
て
い
る
本
町
か
ら
も
、３
名
の
力

士（
八
幡
航
さ
ん
、山
﨑
吉
彦
さ
ん
、池
田
晃

大
さ
ん
）が
参
加
し
、迫
力
あ
る
取
組
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

力
士
た
ち
は
、遠
い
異
国
の
地
で
相
撲
を

と
る
と
い
う
こ
と
で
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。大
会
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
団
体
戦　
勝
利（
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

○
個
人
戦　

体
重
別　

池
田
晃
大　

３
位

　
　
　
　
　

無
差
別　

池
田
晃
大　

２
位

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

８
５
６
２

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
定
住
対
策
課
定
住
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

８
５
７
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
課
交
通
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  
電
話
２-

８
５
７
５

写真左から、松田町長、川崎先生、池田副町長

役場担当者の説明を聞く学生たち

個人戦無差別級で準優勝した池田晃大さんの
取組

　

８
月
2 4
日（
月
）か
ら
2 8
日（
金
）に

か
け
て
、長
崎
県
五
島
市
で
、「
第
８
回
全

国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」が
開
催
さ

れ
、町
内
３
校
の
中
学
生
に
よ
る
選
抜
チ
ー

ム「
隠
岐
の
島
あ
ん
や
ら
ー
ず
」が
出
場
し

ま
し
た
。

　

台
風
が
近
づ
く
中
、開
会
式
は
、雨
の
影

響
で
、体
育
館
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、試
合
は
、予
定
通
り
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
隠
岐
の
島
あ
ん
や
ら
ー
ず
」は
、準
決

勝
で
、地
元
五
島
市
の
福
江
中
学
校
に
敗
れ

ま
し
た
が
、ベ
ス
ト
４
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

来
年
、第
9
回
の
大
会
は
、隠
岐
の
島
町

で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２‐

８
５
６
６

「隠岐の島あんやらーず」の選手13名の皆さんと
監督、コーチ（8月27日、準決勝終了後）

地
域
医
療
に
貢
献

川
﨑
先
生
に
感
謝
状
贈
呈

　

大
阪
大
学
文
学
部
人
文
地
理
学
教
室
の

教
授
と
学
生
24
名
が
、学
術
調
査
の
た
め
、

８
月
30
日（
日
）か
ら
９
月
３
日（
木
）に
か

け
て
、隠
岐
の
島
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
人
文
地
理
学
」と
は
、人
間
と
、環
境
や

地
域
と
の
関
係
を
考
察
す
る
学
問
で
す
。

　

今
回
訪
問
し
た
堤
研
二
教
授
は
、主
に
、人

口
流
出
地
の
社
会
と
、経
済
の
変
動
な
ど
に

つい
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、隠
岐
を
過
疎
地
域
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、数
年
間
か
け
て
訪
問
し
、

人
口
移
動
や
地
域
機
能
の
実
態
に
つ
い
て
分

析
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
、子
育
て
、医
療
、林
業
、商

工
な
ど
、様
々
な
分
野
の
行
政
担
当
者
や
民

間
事
業
者
、団
体
を
訪
問
し
、現
状
と
課
題
に

つい
て
調
査
し
ま
し
た
。

大
阪
大
学
が
学
術
調
査
で

本
町
を
訪
問
し
ま
し
た

第
11
回
ポ
ー
ラ
ン
ド

相
撲
選
手
権
大
会
に
つ
い
て

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会

に
つ
い
て
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
あ
り
ま
す
。ジ
オ
パ
ー

ク
に
加
盟
し
て
い
る
地
域
同
士
が
、ア
イ
デ
ア

や
知
識
を
交
換
、合
同
事
業
の
企
画
、お
互
い

に
Ｐ
Ｒ
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」を
常
に
改
善
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

香
港
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局
長
の
楊
博

士
が
、８
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
隠
岐
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。楊
博
士
は
、隠
岐
４
島
を

視
察
し
、香
港
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、香
港
と
い
え
ば
、「
大
都
会
」、「
夜

景
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
って
い
ま
せ
ん
か
？

　

香
港
に
は
、素
晴
ら
し
い
自
然
と
風
景
も
あ

り
ま
す
。波
で
浸
食
さ
れ
た
海
岸
の
風
景
は
、

隠
岐
と
見
間
違
え
る
ほ
ど
似
て
い
ま
す
。

　

香
港
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、観
光
客
に
素
晴
ら

し
い
自
然
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、同
時
に

観
光
開
発
に
よ
っ
て
、自
然
が
破
壊
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。政
府
は
、

施
設
の
建
設
を
法
律
で
制
限
し
、厳
し
く
保

護
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
、楊
博
士
の
セ
ミ
ナ
ー
で「
ジ
オ
パ
ー

ク
は
研
究
者
だ
け
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
場

所
で
は
な
く
、誰
も
が
理
解
で
き
、自
然
を

体
験
す
る
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
べ
き
だ
」と

い
う
言
葉
が
、大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

隠
岐
に
住
む
人
や
訪
れ
る
人
が
自
然
と

楽
し
く
関
わ
る
こ
と
で
、他
の
人
に
伝
え
た

い
、そ
し
て
守
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
目
標
の

一
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●
香
港
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局
長
の
楊

　
（
ヤ
ン
）博
士
が
隠
岐
を
訪
問
し
ま
し
た

●
こ
れ
か
ら
も
隠
岐
と
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク

が
交
流
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

27

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

（
氏 

名
）   　

     （
地
区
）       （
保
護
者
）

長
田 

莉
人　

   

栄
町 　

  

長
田 

崇
志 

中
井 

七
星      

栄
町　
　

中
井 

康
輔

高
木 

癒
月　

   

下
西　
　
高
木 

健
太
郎

湊 

琥
太
郎　

   

東
町　
　

湊 

勇

村
上 

那
美　

   

今
津 　

  

村
上 

大
吉

服
部 

環
子 　

  

池
田 　

  

服
部 

光
陽

ご
誕
生

お
く
や
み

（
氏 

名
） 　

       （
地
区
）       （
年　

齢
）

田
中 

俊
朗　
　

 

今
津　
　

      

67
歳

齋
賀 

定　
　

 　

代　
　
　

      

84
歳

藤
原 
朝
美　
　

 

東
町　
　

      

74
歳

野
津 
義
継　
　

 

加
茂　
　

      

85
歳

佐
々
木
ユ
キ
ヱ  

有
木　
　

      

86
歳

原　

 

有
紀　
　

 
中
村　
　

      

41
歳

※

8
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

夫 

清
水 

達
彦　
　

  

中
町

妻 

髙
梨 

可
奈
子　

  

栄
町

ご
結
婚

（
夫 

和
田 

涼
太　
　

  

蛸
木

妻 

野
津 

絵
里
加　

  

加
茂

（
夫 

藤
野 

純　
　
　

  

東
郷

妻 

八
原 

玲
美　
　

  

栄
町

（

広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。

海
外
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
〜
香
港
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
事
例
〜

講演会の様子

講演会後の記念撮影

り  

と

な
な 

せ

ゆ 

づ
き

こ   

た 

ろ
う

な  

み

わ   

こ
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料亭 末　広

和風ダイニング
真　心　庵

冠婚葬祭料理
料理5,000円～
100名様収容　

コース料理3,000円～
各種アラカルト料理
1名様から24名様（各個室）

団体様（10名様以上）歓迎
女性　2,000円～
男性　3,000円～

漣さ
さ
な
み

クラブ 末　広

電 話 2－0014
FAX 2－8880

＠5,400円
＠6,480円
＠7,560円

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00

大切な人とゆっくり
上品なおもてなし料理で
思い出づくりをしませんか
お気軽にご相談ください

末広

ハロウィン祭り開催！ハロウィン祭り開催！

インテリア、ギフト雑貨
　　ぞくぞく新商品入荷中
インテリア、ギフト雑貨
　　ぞくぞく新商品入荷中

同窓会
ご結婚　　記念日
各種会合　ご法要
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平成27年9月1日現在

14,844（－30）人

7,750（－12）人

7,149（－6）

7,094（－18）人

内15歳未満1,725人〔11.6％〕
内65歳以上5,587人〔37.6％〕

増　転入10人 出生9人 その他1人
減　転出24人 死亡26人 その他0人

10
島後小体連バスケットボール大会 9:00～
（隠岐の島町総合体育館、西郷小学校体育館）

秋の夜長は隠岐芸能三昧 東郷・今津神楽
開演20:00～（西郷港メガフロート）

年金相談 9：30～12:00（役場第一会議室）
古文書講座 19:00～（隠岐島文化会館）

隠岐の島町ノーレジ袋デー
秋の夜長は隠岐芸能三昧 隠岐民謡　開演20:00～（西郷港メガフロート）

代神楽 19:00～（北谷神社）
よるとしょ 18:00～（隠岐の島町図書館）

隠岐武良祭風流　11:00頃～（北小学校前祭場）
行政相談 13：00～15：00（役場布施支所）

アリーナ杯第３回ソフトボール大会 9:00～
（隠岐の島町運動公園、西郷小学校グラウンド）

隠岐のふしぎ発見講座13:30～（隠岐の島町図書館）
仁万の里「里まつり」 10:00～（仁万の里）

第9回隠岐の島シーサイド風マラソン大会10:00～
岡林信康　隠岐ラスト・コンサート15:30～（隠岐島文化会館）

人権相談 13：00～15：00（原田中央集会所)

秋の古文書特別講座10:00～（五箇生涯学習センター）

一夜嶽牛突き大会　13:00～（一夜嶽牛突き場）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

行政相談 13：00～15：00（役場中出張所）
福祉のしごと説明会　13：30～（ハローワーク隠岐の島）

行政相談 13：00～15：00（役場五箇支所）

行政相談 13：00～15：00（役場都万支所）

第62回島後小中学校連合音楽会13:30～（隠岐の島町総合体育館）

図書館まつり（11月1日まで）（隠岐の島町図書館）

体育の日

年金相談 13：00～16：00（役場第一会議室） 

▼
最
近
、朝
晩
が
肌
寒
く
な
り
、夏
の

終
わ
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今
年
の
夏
も
、中
村
ス
ー
パ
ー
ゲ

ン
キ
市
に
始
ま
り
、空
港
50
周
年
記
念

式
典
、八
角
部
屋
隠
岐
合
宿
、花
火
大

会
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
し
た
。皆
さ
ん
は
、夏
の
疲
れ
が
で

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。▼
私
も
、町
内

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。お
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

す
が
、隠
岐
に
数
十
年
住
ん
で
い
な
が

ら
、広
報
を
担
当
す
る
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
地
区
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。▼
ま
た
、神
楽
や
牛
突
き
な
ど
の

伝
統
行
事
を
支
え
る
、保
存
会
の
方
々

の
取
り
組
み
も
印
象
的
で
し
た
。隠
岐

の
伝
統
を
後
世
に
つ
な
げ
よ
う
と
努

力
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。▼
９
月
も
半
ば
に

さ
し
か
か
り
、こ
れ
か
ら
、秋
が
深
ま

っ
て
い
き
ま
す
。読
書
、ス
ポ
ー
ツ
、芸

術
、食
欲
、「
○
○
の
秋
」と
い
う
言
葉

が
、様
々
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、秋

の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、災
害
も
起
こ
ら
ず
充
実

し
た
秋
の
日
常
が
送
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。（
Ｔ・Ｋ
）

1
3
2

1  日   木

5  日   月
6  日   火
7  日   水

8  日   木

2  日   金

9  日   金

10  日   土

17  日   土

24  日   土
23  日   金

11  日   日
12  日   月
13  日   火
14  日   水
15  日   木

18  日   日
19  日   月

20  日   火

21  日   水
22  日   木

25  日   日
26  日   月
27  日   火

30  日   金
31  日   土

28  日   水
29  日   木

16  日   金

3  日   土

4  日   日

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課　電話２－２１２６

一夜嶽牛突き大会　町指定無形民俗文化財

と  き／10月13日（火）午後1時～
ところ／一夜嶽牛突き場（北方）
と  き／10月13日（火）午後1時～
ところ／一夜嶽牛突き場（北方）

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課　電話２－２１２６

隠岐武良祭風流　島根県指定無形民俗文化財
と  き／10月19日（月）
　　　　午前11時頃～
ところ／北小学校前祭場（中村）

と  き／10月19日（月）
　　　　午前11時頃～
ところ／北小学校前祭場（中村）

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課　電話２－２１２６

第９回隠岐の島シーサイド風マラソン大会

と  き／10月4日（日）
　　スタート ： 親子・一般ペア 午前10時
　　　             中学、一般 午前10時40分
ところ／都万あいらんどパーク「漁」体育館前

と  き／10月4日（日）
　　スタート ： 親子・一般ペア 午前10時
　　　             中学、一般 午前10時40分
ところ／都万あいらんどパーク「漁」体育館前

すなどりすなどり


